様式第１号（第７条関係）
（表）
津山市特定空家等及び危険空家除却事業補助金交付申請書

年　　月　　日　
津山市長　　　　　　殿

[bookmark: _GoBack]申請者　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　津山市特定空家等及び危険空家除却事業補助金の交付を受けたいので，津山市特定空家等及び危険空家除却事業補助金交付要綱第７条の規定により，次のとおり申請します。
また，暴力団員等でないこと及び補助対象経費の内容を確認するため，この申請に係る個人情報について関係機関に照会することについて同意します。

	補助対象空家等
	所在地
	津山市

	
	所有者
	

	補助対象経費
	裏面のとおり

	補助金交付申請額
（消費税抜額）
	　　　　　　　　　　　　　円

	工事着手予定年月日
	　　　　　年　　　月　　　日

	工事完了予定年月日
	年　　　月　　　日


　添付書類
　　⑴　補助対象空家等のうち建築物の登記事項証明書（未登記の場合は，評価証明書）
　　⑵　申請者の住民票の写し（申請者が相続人である場合は，戸籍謄本等の相続関係が分かる書類の写しを含む。）
　　⑶　申請者の市税等の滞納がないことを証する書面
　　⑷　除却工事の施工場所及び施工内容の明細が記載された見積書
　　⑸　補助対象空家等の現況写真（全体を写したもので撮影日のあるもの）
　　⑹　所有者が除却工事を実施することについて承諾していることを証する書類（申請者が所有者以外の者である場合であって，所有者の承諾を得て除却工事を実施する場合に限る。）
　　⑺　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（裏）
津山市特定空家等及び危険空家除却事業補助金交付申請調書

当てはまる項目に☑又は内容を記入してください。
１　申請者について
	□　建築物の登記事項証明書に所有者として記載されている者（評価証明書の場合は納税義務者）である。
　□　所有者は１人
　□　所有者は複数人（除却工事を実施することについて全員の同意が得られている。）
□　相続人である。
　□　相続人は１人
　□　相続人は複数人（除却工事を実施することについて全員の同意が得られている。）
□　所有者の承諾を得て除却工事を実施する者である。

	□　市税等の滞納がない。

	□　暴力団員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者でない。


２　補助対象空家等について
	□　不動産登記がある。
　□　建築物の登記事項証明書に所有権以外の権利が設定されている。【補助対象外】
　□　建築物の登記事項証明書に所有権以外の権利は設定されていない。
□　未登記である。
　□　評価証明書に補助対象空家等がある。
　□　評価証明書に補助対象空家等がない。【補助対象外】

	建築年月日
（登記事項証明書の原因日）
	□　　　　　年　　月　　日
□　建築年不詳

	構造等
	□　木造　　　　□　木造以外
□　平屋建て　　□　２階建て　　　□　その他（　　　　　）

	用途
	□　住宅　　　　□　事務所・店舗　□　倉庫　　　　　
□　その他（　　　　　）


３　除却工事について
	工事見積額Ａ
	　　　　　　　　　　　  円

	補助対象経費Ｂ
	                        円

	補助金交付申請額Ｃ
	①又は②のいずれか低い額
　　　　　　　　　　　　円

	
	①Ｂ×１／３＝　　　　　　 円（千円未満切捨て）
②５００，０００円

	申請者負担額Ａ－Ｃ
	　　　　　　　　　　　　円

	除却後の跡地の管理方針
	□　自己管理　　□　売却・賃貸　　
□　その他（　　　　　）



